
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年 3 月 
本 庄 市 

第2 次 

令和 6 年度 2024 ～ 令和 10 年度 2028 



 
 

 

ごあいさつ 

 

本市では、令和５年３月に策定した「本庄市総合

振興計画後期基本計画」の教育文化分野で、「未来を

拓く人を育み、歴史と文化の薫るまち」を掲げ、本

市が受け継ぐ長い歴史と多様な伝統文化を生かしな

がら、学びを通して人を育み、未来へ発展していく

地域を目標としております。 

誰もが生涯にわたり、学びたい時に自由に学ぶこ

とで人格を磨き、人と人とが学び合い、支え合いな

がら共生する生涯学習社会の姿は、本市の目指すべ

きところです。 

また転換期を迎えた時代において、生涯学習には、地域住民同士のつながりを形成

し、地域社会の発展や課題解決に寄与する大きな役割が求められております。 

平成31年度策定の「本庄市生涯学習推進指針」は、生涯学習を推進する主役の市民

の皆様を、行政が支援する基本的な方針として定め、現在まで様々な課題に取り組ん

でまいりました。「第２次本庄市生涯学習推進指針」では、その基本理念を継承しな

がらも、社会情勢や市民ニーズに沿うことができるよう見直し、今後５年間に積極的

かつ重点的に取り組むべきことを定めております。質の高い学習環境や文化芸術活動

に触れる機会を、誰もが望む時に得られるよう、地域の学習活動へ体系的かつ計画的

に支援してまいりたいと考えております。 

本指針が、市民の皆様の地域における学びの支えとなり、生涯学習社会の更なる発

展につながることを、大いに期待しております。 

結びに、本指針の策定にあたって、貴重なご意見やご提言をいただきました皆様に

心から感謝を申し上げますとともに、今後とも変わらぬご理解とご支援を賜りますよ

うお願い申し上げます。 

 

 令和６年３月 

 

本庄市長  

  

 



 
 

ごあいさつ 

 

本市では、平成 31 年３月に策定した「本庄市生涯

学習推進指針」の期間満了に伴い、今後も市民の皆

様の学習活動を支援し、誰もが学びを通して豊かな

人生を送ることができる生涯学習社会の実現を目指

すための、「第２次本庄市生涯学習推進指針」を策定

しました。 

「本庄市生涯学習推進指針」策定後の５年間は、

新型コロナウイルス感染症の発生や国際情勢等によ

り、社会は大きく転変しました。そのような状況で

生涯学習の機会は、特に感染症拡大の影響を受け、

社会全体で教育の機会が減少する事態となり、本市においても事業の中止や縮小を余

儀なくされました。 

変化の最中にある社会において、持続可能な生涯学習社会を実現するためには、性

別・国籍・年齢・障害の有無等にかかわらず、誰もが生涯にわたって、あらゆる機会

や場所で学習し続けることができるように、継続的かつ多角的な支援を実施する必要

があります。 

本指針は、「学びの環境（人）づくり」、「学びのつながりづくり」、「学びの成果を

生かす地域づくり」、「次世代育成の支援」、「文化芸術活動の支援」の５つを柱として

掲げています。本市は、この５つの指針の柱に基づき、より多くの市民の皆様が、自

主的・自発的に、学習活動に参加され、学びの成果が生かされ評価されるように、充

実した学習環境の構築、学習機会の創出に取り組んでまいります。また、社会を担う

次世代の育成や、質の高い文化芸術活動を支援することで、成熟した生涯学習社会の

実現を目指してまいります。 

結びに、本指針の策定に尽力されました本庄市社会教育委員及び本庄市生涯学習推

進会議の皆様をはじめ、貴重なご意見やご提言をいただきました関係各位に、心から

お礼申し上げます。 

 

令和６年３月 

 

本庄市教育委員会教育長 下野戸 陽子 
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第１章 策定にあたって 
１．生涯学習の背景 

教育基本法の第３条では、「国民一人一人が、自己の人格を磨き、豊かな人生を送る

ことができるよう、その生涯にわたって、あらゆる機会に、あらゆる場所において学習

することができ、その成果を適切に生かすことのできる社会の実現が図られなければな

らない」と生涯学習の理念が規定されています。 

「生涯学習」とは、人が生涯にわたって自主的・自発的に行うあらゆる学びのことを言

い、学校・家庭・社会の中で行われる教育による学習や、文化・スポーツ・ボランティ

ア等の活動、趣味・余暇における自己学習を含めた学習活動のことを指します。また、

人々が、その生涯のいつでも、自由に学習機会を選択して学ぶことができ、その成果が

適切に評価される社会を指すものとして「生涯学習社会」という言葉でも用いられてい

ます。内閣府が令和４年７月から８月にかけて実施した「生涯学習に関する世論調査」

では、直近１年間における月１日以上の学習活動の有無について、「学習したことがあ

る」とした人の割合が74.8％でした。これは、平成30年７月時の調査結果58.4％を上

回っており、「生涯学習」は人々に広まってきています。 

現在の社会は、少子高齢化が進み、高度情報化がめざましく発展する等、大きな変化

の流れの中にあります。「人生100年時代」「超スマート社会」と言われ、転換期を迎

える社会の中で、生涯学習の重要性は更に高まっています。 

国では、一人一人が生涯を通じて学ぶことのできる環境の整備、多様な学習機会の提

供等、生涯学習社会の実現に向けて取り組んでいます。 

 

２．生涯学習推進の経緯 

（１）国の取組 

国は、平成18年の教育基本法の改正によって、第３条に生涯学習社会の実現を目指す

『生涯学習の理念』を規定し、平成20年２月の中央教育審議会の答申において、①生涯

学習の振興の要請―高まる必要性と重要性、②社会の変化や要請に対応するために必要

な力、③目指すべき施策の方向性、④具体的方策を示しました。 

次いで、平成30年３月の中央教育審議会の答申「第３期教育振興基本計画について」

において、①人生100年時代を見据えた生涯学習の推進、②職業に必要な知識やスキル

を、生涯を通じて身につけるための社会人の学び直しの推進、③障害者の生涯学習の推

進を示しました。 

その後、令和５年６月に新たな「教育振興基本計画」が閣議決定され、今後の教育政

策に関する基本的な方針として、「生涯学び、活躍できる環境整備」が掲げられて、基

本施策として次の内容が例示されています。 
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○リカレント教育※１の推進 

（大学等と産学官の連携、経済支援・情報提供、女性活躍、成果の適切な評価・活用） 

〇働きながら学べる環境整備 〇現在的・社会的課題に対応した学習 

〇高齢者の生涯学習の推進 〇生涯を通じた文化芸術活動の推進 

※１ リカレント教育……学校教育を修了した後、社会人が再び学校等で受ける教育を指す。就業

中か否かを問わず、職業に必要なスキルを身につけるためのリスキリング※２や、職業とは直

接的には結びつかない技術や教養等に関する学び直しを含む概念として用いている。 
※２ リスキリング……新たな分野や職務にて新しいスキルを習得すること。 

 

（２）埼玉県の取組 

埼玉県(以下、県)は、平成11年に「埼玉県生涯学習振興計画」を策定し、各種の施策

を計画的に推進することによって、「いつでもどこでも県民だれもが自由に学習するこ

とができ、その成果が適切に評価される生涯学習社会」を目指しました。 

県は、平成22年度から平成24年度までを計画期間とする埼玉県生涯学習推進計画を見

直すに当たり、埼玉県生涯学習審議会からの様々な評価や意見を受け、「行政がつくる

生涯学習社会」から「みんなでつくる生涯学習社会」に方向転換し、「計画」を「指針」

に改め、10年先を見据えた「埼玉県生涯学習推進指針」を、平成25年３月に策定しまし

た。その後、指針の策定時点では予期できなかった、社会の様々な変化や課題に対応し、

誰もが自分らしく学ぶことができる生涯学習社会を実現するため、令和５年３月に指針

の改定を行い、「人づくりを支える」「つながりづくりを支える」「地域づくり支える」

の３つを柱としました。 

 

（３）本庄市の取組 

本市は、塙保己一をはじめとする郷土の偉人や歴史、多彩な伝統文化を有していると

ともに、早稲田大学等の各種教育機関や研究機関が立地し、学習資源に大変恵まれてい

ます。このような本市の利点を生かし、郷土の偉人である、江戸時代の盲目の国学者 
塙保己一の精神を生かすこと、早稲田大学をはじめとする地域の教育機関、団体、市民

と協働・連携することを継承し、生涯学習を推進することを念頭においています。 

 

 

◆◆◆ 生涯学習に生かす塙保己一の精神 ◆◆◆ 

 年齢・障害・国籍・性別等に関係なく生涯学習に参加できること 

（重い障害を乗り越えた生き方） 

 人間は、生涯学習でいつでもどこでも成長できる可能性があること 

（挫折を乗り越え、生涯を通じて勉学を重ねた生き方） 

 先人からの良き文化を正しく受け継ぎ、更に発展させていくこと 

（群書類従を編纂し、和学講談所を創設した精神） 

 地域や社会、次の世代のことを考えること 

（塙保己一の信念「世のため、後のため」） 
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本市では、生涯学習の施策を計画的に推進するため、平成21年３月に「本庄市生涯学

習推進計画」を、平成26年３月に「第２次本庄市生涯習推進計画」を策定しました。第

２次計画は、「郷土の偉人、盲目の国学者 塙保己一の精神を生かした生涯学習のまち

をつくります。」と「早稲田大学をはじめとする地域の関係機関と協働連携しながら、

市民みんなで生涯学習を推進します。」の２つを基本理念とし、平成26年度から平成30

年度までの生涯学習を推進しました。 

そして、第２次計画の終了に伴い、行政の施策を中心とした従来の「計画」から、重

点的に支援する分野やその施策の方向性を示す「指針」に形を変えた、「本庄市生涯学

習推進指針」を平成31年３月に策定し、「学びを支える」、「学びの機会の充実」、

「学びの成果を活かす環境づくり」、「家庭教育の支援」、「文化活動の支援」の５つ

の指針が循環することで持続可能な生涯学習社会の実現を目指しました。 

その後、令和５年までの間、本庄市社会教育委員と本庄市生涯学習推進会議を中心に

実績を検証し、課題の解決に取り組んできた結果、市民総合大学や公民館活動について

は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けたものの、多くの市民が活動に参加し、親

しまれています。また、令和２年度から新規に開始した小学生学習支援事業「学ぼう舎

（まなぼうや）」は、年々参加者が増加しています。 

このように変化の激しい社会情勢にあっても、市民の学びの意欲は高く、生涯学習が

広く浸透していることが伺えます。 

 

 
資料：本庄市教育委員会 生涯学習課 

※平成27年度は、平成27年６月に中央公民館閉館のため、利用者団体の一部が市民活動交流センター

(はにぽんプラザ)利用となった影響で利用者数が減少しています。 

※令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により利用者数が減少しています。 
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資料：本庄市教育委員会 生涯学習課 

※凡例は、市民総合大学の受講コース名です。 

※令和４年度から年齢別のコースを撤廃し、小学生以上の方が申込できる「月１回コース」と「自

由選択コース」の２コースに変更しました。 

※令和２年度以降は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により申込者数が減少しています。 

 

 

 
資料：本庄市教育委員会 学校教育課・生涯学習課 
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【各事業の具体的な取組】 

 

① 生涯学習の推進について 

市民総合大学は、本市の将来像を実現してゆく

人材の育成と、市民一人一人が自己を高め、人格

を磨き、幸せで豊かな人生を送ることができるよ

うに設置されました。平成21年度に開講して以来、

多くの方が参加できるよう、講座の日時や対象年

齢の拡充、託児付き講座の設定を含む工夫を行っ

てきました。現在は、一部講座を除いて年齢制限

を撤廃し、全９回で構成された様々な分野の講座

を必修とする「月１回コース」と、５つの分野か

ら興味のある講座を自由に選択し受講できる「自

由選択コース」の２コースで実施しています。 

市民総合大学の申込者数は、平成24年度には

500名を、平成30年度には1,000名を超え、年々増

加してきました。令和２年度以降に新型コロナウ

イルス感染症拡大に伴い、申込者数の減少が見られましたが、あらゆる世代の学びの

ニーズに応えられるよう、工夫を凝らした魅力ある講座を展開しています。 

また、中学校開放講座では、市立中学校４校の施設を市民に開放し、地域に開かれた

学校を目指すとともに、市民の学習活動を支援するために開催しています。 

市立中学校４校の教職員とPTA役員等で構成される中学校開放講座運営委員会のもと、

学校施設を活用した講座が実施されています。 

 

② 「総検校塙保己一先生遺徳顕彰会」の事業支援について 

本市の生涯学習のシンボルである郷土の偉人、

塙保己一の事績を顕彰するため、総検校塙保己一

先生遺徳顕彰会の活動を支援しています。 

総検校塙保己一先生遺徳顕彰会では、会報誌発

行、顕彰祭、埼玉県が主催する塙保己一賞への協

力等、顕彰事業を実施しています。 

 
【月１回コース】 

 
【自由選択コース（芸術・工作分野）】 

 
【顕彰祭】 
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③ 早稲田大学との連携強化について 

包括協定を締結している早稲田大学と連携

して、大学が持つ知的財産・施設・人材を活

用し、専門的な教育による生涯学習を行うこ

とができるように充実を図っています。 

市民総合大学では、早稲田大学の教授を講

師に迎えての講座を実施しています。 

 

④ 公民館における生涯学習活動について 

市内11か所の公民館では、各種の講座、講習会、イベント等の生涯学習を推進するた

めの事業を実施しています。夏休み期間中には、小学生を対象とした「夏休み子ども体

験活動（サマーチャレンジ）」を開催しています。その他、健康増進のための講座や専

門技術を身につけるための基礎講座を開催しています。 

 
【サマーチャレンジ】 

 
【専門講座】 

 

⑤ 文化芸術活動の推進について 

市民の文化芸術活動の活発化を図るため、文

化祭・研修会・広報を通じてのPR等を行ってい

ます。加盟団体（令和４年度は25団体）による

本庄市文化団体連合会文化祭は、舞台発表・作

品展示を行い、日頃の研鑽の成果を発表すると

ともに、市民に文化芸術に接する機会を提供し

ています。 

また、児玉文化会館（セルディ）・児玉中央

公民館・児玉公民館等を主な拠点として活動している文化芸術団体による文化祭を、セ

ルディで開催しています。 

 
【市民総合大学】 

 
【文化団体連合会文化祭】 
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⑥ 青少年教育の充実について 

本庄市青少年育成市民会議を中心に、青少年非行防止パトロール活動、青少年育成管

外研修の実施、青少年健全育成のつどいの開催、青少年の主張発表会、青少年健全育成

標語の募集を行い、青少年の健全育成を推進しています。 

本庄市子ども会育成会連合会（本子連）と連携して、夏期及び冬期リーダー研修会、

みこし巡行、運動会、はがき作品展等の各種イベントを実施し、子ども達の社会性の向

上を目指しています。 

児玉郡市内の小学校５・６年生を対象とした「子ども大学ほんじょう」は、地元企業

等の協力を得て、子ども達の学ぶ力や生きる力の向上を目的に開催しています。大学の

教授や地域のスペシャリストを講師に迎え、知的好奇心を刺激する学びの機会を提供し

ています。 

本庄市小学生学習支援事業「学ぼう舎（まなぼうや）」は、子ども達の安全な居場所

をつくることを目的にしています。市内小学生から参加者を募り、地域住民の支援のも

と、自主学習及び様々な体験活動の機会を提供することで、子ども達の自主性・創造性

や、地域とのつながりを育むことを目指しています。 

 
【青少年健全育成のつどい】 

 
【本子連冬期リーダー研修会】 

 
【子ども大学ほんじょう】 

 
【学ぼう舎】 
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⑦ 家庭教育の推進について 

家庭における教育力、指導力の向上を図る

ために、親の学習事業を推進しています。

「埼玉県家庭教育アドバイザー」を中心に設

立した本庄市親の学習推進委員会の講師によ

る親の学習講座を、市内小中学校・保育園

（所）・幼稚園・認定こども園等において、

子を持つ親・保護者を対象に実施しています。 
また、子どもの成長期ごとの特徴や、ワン

ポイントアドバイス等を掲載した「本庄市親の学習手引書」を独自に作成し、親の学習

講座で活用するほか、主に母子手帳の交付時に配付しています。 

小学校PTA家庭教育学級は、市立小学校12校の教職員とPTA役員で構成される小学校

PTA家庭教育学級運営委員会の運営によって、市内小学校を会場として実施しています。

子ども達の健やかな成長をねがい、家庭と社会における子どもの幸せを実現するために、

各小学校における問題や親の学習、PTA会員共通の課題についてPTA会員が組織的・継続

的に学習を進めることを目的に開催しています。 

 

⑧ 図書館の充実について 

図書館は、図書等の資料を収集・整理・保存し、市民の利用に供し、その教養、調査

研究、レクリエーション等に資することを目的とする施設です。図書館はあらゆる世代

の方々に利用されており、更に利用者の拡大を図るために、良質な図書の厳選や、社会

情勢に即応した関連資料、郷土資料等を整備・充実させるとともに、読書案内等のサー

ビス向上に努めています。 
また、生涯学習における「知の拠点」としての機能を果たし、より多くの方に気軽に

活用していただけるように、各種イベントや講演会の開催、移動図書館、児童サービス、

ボランティアの育成・支援をはじめとした様々な事業を展開しています。 
 

 
【おはなし会】 

 

 
【文芸講演会】 

 
【親の学習講座】 
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３．生涯学習推進指針の改定 

（１）改定の趣旨 

現代社会は、人口減少・少子高齢化・核家族化を発端とした「つながり」の希薄化、

自然災害や感染症の発生による生命・財産を脅かす甚大な被害、デジタル技術の急進展

等、予測が困難で変化の激しい、時代の転換期にあります。 

人生100年時代において、生涯学習には学びによる自己実現を図ることや、その効果

が浸透することで誰もが心豊かに生活できることが期待されています。 

本市の役割は、誰もが生涯にわたり自主的・自発的に学べる多様な機会を創出し、学

んだ者が互いに学び合うことでつながり、その成果を地域の課題解決に生かせる仕組み

をつくることです。 

このような状況を踏まえ、これまでの「本庄市生涯学習推進指針」を継承しつつ、多

様な課題に対応し積極的に生涯学習の推進をすることで、本市の教育大綱である「世の

ため、後のための教育」と、SDGsの「持続可能で誰一人取り残さない」という理念によ

る、持続可能な生涯学習社会を実現するために、指針の改定を行います。 

 

（２）指針の性格 

指針は、本庄市総合振興計画（平成30年度～平成39年度）や本庄市教育大綱（令和５

年～令和９年度）と整合性を図りながら、令和６年度から令和10年度までの５か年の生

涯学習の推進について、基本的な方針を示すものです。 

また、生涯学習の推進に関連する、本市の他の計画等とも連携を図ります。 
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第２章 本庄市の現状と課題 

１．本庄市の現状 

（１）市民の生涯学習に関する意識、学習活動の実態 

（ア）学習の経験 

令和４年12月に実施した市民アンケート調査結果によると、市民の「生涯学習」とい

う言葉に対する認知度は81.0％と過半数を占めていますが（図１）、直近１年間におい

て学習の経験がある市民は31.8％にとどまっています（図２）。しかし、学習の経験が

「ない」と回答した65.3％の内の49.5％が、学習を「してみたい」「どちらかといえば

してみたい」と前向きな意識を持っています（図３）。 

学習をしていない理由を年齢グループ別に見ると、50代以下は「仕事や育児・介護で

忙しい」が37.3％を占めており（図４）、学習の意欲はあっても、多忙なため時間が取

れない傾向にあることが分かります。 

※市民アンケート調査結果を表示する全ての図において、構成比の数値は小数点以下第２位を四捨

五入しているため、必ずしも合計値が100％にならない場合がある。 

   
（図１）生涯学習の認知度 

(N=1,194) 

（図２）直近1年の学習経験 

(N=1,194) 

（図３）今後の学習活動に 

関する意識(N=800) 

 

 

（図４）学習活動をしない理由（グループ別）(N=1,082)  
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（イ）学習の内容 

直近に学習の経験がある市民が学習している内容として、「趣味」「健康・スポーツ」

「教養」が多く、中でも50代以下は「職業上必要な知識・技能」、60代以上は「健康・

スポーツ」に関する学習への興味・関心が高いことが分かりました（図５）。 

また、直近に学習の経験がない市民も、「趣味」「健康・スポーツ」へ興味・関心が

高い状況でした（図６）。 

 

（図５）現在学習している内容（グループ別）(N=1,072) 

 

 

(図６)興味のある学習分野(N=1,969) 
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（ウ）学習の目的 

学習の目的や、学習を通して身につけた知識、経験や技能の活用について、50代以下

のグループは「仕事や就職、転職などに役立てるため」「仕事や就職の上で（生かして

いる）」を選択している人が目立ち、就業において生かすことのできる学習を求めてい

ることが分かります。 

一方、60代以上のグループでは、「健康や体力づくりのため」「生きがいづくりのた

め」「自分の健康の維持・増進に（役立っている）」を学習の目的・活用方法としてい

る人が比較的多く、人生を豊かに過ごすための手段としての生涯学習を求めていると考

えられます（図７、８）。 

 

 

（図７）学習をする目的（グループ別）(N＝1,214) 

 

（図８）知識、経験や技能の活用方法（グループ別）(N=997) 
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（２）本庄市の学習環境に対する市民の認識 

（ア）生涯学習関連施設の利用状況 

市内の生涯学習関連施設について、50代以下のグループは25.4％が「利用していない」

一方、60代以上は20.0％が「公民館」を利用したことがあると回答しており、「利用し

ていない」7.1％を上回っていました（図９）。 

生涯学習関連施設を利用しない理由として「自分の希望に合う講座や教室などがない」

「必要な情報が入手できない」が上位に挙げられています（図10）。 

 

 

（図９）利用したことがある生涯学習関連施設（グループ別）(N=775) 

 

 
（図10）市内の生涯学習施設を利用していない理由(N=132) 
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（イ）市の生涯学習事業の認知状況 

市の生涯学習事業に関して、「知らなかった」と回答した人が最も多く（図11）、事

業の充実度に関しても「わからない」が最も多い結果となりました（図12）。 

このことから、市の生涯学習事業に関する情報が、多くの市民へ伝わっていないこと

が分かります。 

一方で、「公民館講座」「市民総合大学」「総検校塙保己一先生遺徳顕彰会」を知っ

ていると回答した人は10％を超えており（図11）、また充実していると感じる事業は

「公民館講座」15.9％、「市民総合大学」9.4％となっています（図12）。 

 

（図11）市の生涯学習事業の認知度(N=1,975) 

 

（図12）充実していると感じる市の生涯学習事業(N=1,666) 
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講座やイベント等の⽣涯学習関連情報の提供

地域の伝統文化等の継承

学びの成果の機会づくり(発表会,展示会等)

質の高い文化芸術にふれる機会

親の学習やPTA家庭教育学級等の家庭教育支援

⻘少年育成市⺠会議等の⻘少年の健全育成

子ども大学ほんじょう等の次世代育成

学習指導者等の人材育成、発掘

その他

回答なし
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（３）市民が求めている学習支援 

市民は、生涯学習を充実させるため、市が「高齢者や障害者が参加しやすいようにす

る」「若い世代が参加しやすいようにする」ことを求めており、年齢にかかわらず誰で

も「参加しやすい」学習環境が必要とされています。また、平成30年４～５月に実施し

た前回調査と比較すると、設問を増やしたこともありますが、近年は「オンラインによ

る講座の提供」も求められていることが分かります。（図13） 

 

ｈ（図13）生涯学習を充実させるために市が力を入れるべき支援(N=2,800) 

  

高齢者や障害者が参加しやすいようにする, 15.9%

若い世代が参加しやすいようにする, 13.5%

わからない, 9.9%

仕事や就職に活かせる講座等を増やす, 9.7%

学習等に関する情報提供を充実する, 8.5%

オンラインによる講座の提供, 7.1%

学習施設の整備・充実, 7.0%

指導者、ボランティア等の人材育成、発掘, 6.9%

文化芸術の向上につながる機会の創出, 5.3%

家庭・学校・地域・⾏政の連携協働, 5.0%

学習した成果を活かす機会や場の創出, 3.9%

家庭教育や⻘少年健全育成等の支援, 2.3%

社会教育団体やグループ・サークル支援, 1.8%

市が市⺠の⽣涯学習活動に関わるべきではない, 0.3%

その他, 1.2%

回答なし, 1.5%

0.0% 2.5% 5.0% 7.5% 10.0% 12.5% 15.0% 17.5%
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２．本庄市の課題 

（１）学びのきっかけづくり 

調査により、「生涯学習」という言葉の認知率は高いものの、過半数の市民に過去１

年間の学習経験がないことが分かります。一方、直近の学習経験がなくても、今後の学

習活動への意欲を持っている市民がほぼ半数を占めました。 

学習活動の経験がない理由として、「特に理由がない」と回答した人が多いことから、

市民が学習活動に関心を持つきっかけとなるよう、社会情勢やニーズに応じた様々な学

習機会を提供することが求められます。特に、50代以下の世代では「仕事や育児・介護

で忙しい」「費用がかかる」と回答した人が多いことから、誰でも・いつでも・どこで

も・何度でも、手軽に学習活動を行えるよう支援する必要があります。 

加えて、平成30年４～５月に実施した前回調査に引き続き、市が主催する生涯学習事

業の認知率が低いことから、積極的に学習機会を求めている市民以外にも、学びの情報

が目にとまりやすいよう工夫することが課題と言えます。 

 

（２）学びの手段・方法 

過去１年間に学習経験がある50代以下の世代の学習手段は、「自宅での学習活動」

「情報端末やインターネット」が合わせて半数を占めており、在宅学習やオンライン学

習が好まれていることが分かります。 

意欲はあるものの学習時間を多く確保できない方や、様々な事情のために会場まで行

くことができない方等が、気軽に学ぶことができる手段・方法として、ICT※を活用した

学習機会のオンライン化を推進すべきと考えられます。 

一方で、60代以上の世代の学習手段は「公共の施設を利用した学習活動」「同好者が

集まって行うサークル活動」「市が主催する講座や教室」が多く、オンライン学習より

も対面で行う学習活動の需要が高いことが分かります。 

加えて、対面で行う学習活動は、あらゆる世代にとって、オンライン学習では得られ

ない実際の体験に伴った学びを得る機会になります。特に、青少年にとっては大きな学

びにつながる側面を持っています。 

そのため、単に全ての事業でオンライン化を推進するのではなく、開催する講座・教

室の内容や参加者の年齢層等の要素を勘案し、「対面」と「オンライン」の利点を生か

し、バランス良く計画し実施する必要があります。 

※ICT……Information and Communication Technology（情報通信技術）の略。デジタル通信を前

提とする技術のこと。コンピュータ等のデジタル機器、その上で動作するソフトウェア、情報

をデジタル化して送受信する通信ネットワーク、及びこれらを組み合わせた情報システムやイ

ンターネット上の情報サービス等の総称。 
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（３）求められる学びの機会 

過去１年間に学習経験がある50代以下の世代の多くは、「職業上必要な知識・技能に

関すること」を学んでおり、市に求める支援としても「仕事や就職に生かせる講座等を

増やす」と回答していることから、就業や資格取得につながる学びの機会を求めていま

す。一方で60代以上の世代は、健康やスポーツ、趣味に関する学習活動への関心が高く、

学習を通して身につけた知識によって人生をより豊かにすることを求めています。「人

生100年時代」と呼ばれる現代社会において、多様で豊かな生き方・暮らし方を実現す

るための学びの機会を提供する必要があります。 

 

（４）質の高い文化芸術の提供 

市の生涯学習事業の不足している点について、多くの市民が「質の高い文化芸術にふ

れる機会」を挙げました。 

文化芸術に触れることは、市民に感動や生きる喜びを与え、人生を豊かにするととも

に、社会全体を活性化させます。市の生涯学習事業においても、質の高い文化芸術にふ

れる機会をより多く提供し、また同時に、市民・団体が行っている文化芸術活動を継続

して支援する必要があります。 

 

（５）学びをつなげる人材育成 

市の生涯学習事業の不足している点について、多くの市民が「学習指導者の人材育成

と発掘」を挙げました。学びの成果を一過性にせず、地域の学習環境に還元し、指導者

として積極的に課題解決に取り組むことのできる人材の育成が課題となっています。 

また、次代を担う青少年の、学習への積極性と地域への愛着の形成は、地域における

持続可能な生涯学習社会の実現のために重要です。地域の人材から学習指導を受けた青

少年が、次の学習指導者として活躍できるような場が求められます。 
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第３章 生涯学習推進の指針 

生涯学習は、自発的に生涯を通じて学びを行うことを基本としています。 
社会の変化が激しくなる今後において、一人一人が豊かな人生を送るためには、学校教

育を修了した後の学び直し等、人生のマルチステージ※１に応じて、生涯を通して学び続

け、自己実現を図っていくことが必要となります。このため、それぞれが置かれた状況の

中で学びながら、社会参画を繰り返していける生涯学習社会の実現が望まれています。 
また、性別・国籍・年齢・障害の有無等の違いにかかわらず、学び合い、教え合い、助

け合うことのできる生涯学習は、他者との良好な関係が持続的に築かれることから、ウェ

ルビーイング※２の実現に寄与することも期待できます。 

本指針は、市民アンケート調査結果と、本庄市社会教育委員及び本庄市生涯学習推進会

議のご意見・ご提言を踏まえて検討を重ね、今後、生涯学習を推進していくための方針と

して策定することとしました。 

本市は、指針の柱を「学びの環境(人)づくり」、「学びのつながりづくり」、「学びの

成果を生かす地域づくり」、「次世代育成の支援」、「文化芸術活動の支援」とし、この

５つ指針が相互に循環し学びの輪を広げることで、持続可能な生涯学習社会の実現を目指

していきます。 

※１ 人生のマルチステージ……これまで人生の典型とされてきた「教育」「仕事」「引退」の３つの

ライフステージにとらわれることなく、一人一人のライフステージが多様化・複雑化しているこ

とを「人生のマルチステージ化」と呼ぶ。 

※２ ウェルビーイング……身体的・精神的・社会的によい状態にあること。短期的な幸福のみならず、

生きがいや人生の意義等、将来にわたる持続的な幸福を含む。また、個人のみならず、個人を取

り巻く場や地域、社会が持続的に良い状態であることを含む包括的な概念。 

 
（図）生涯学習推進の指針 学びの輪のイメージ  

学びの

環境(人)

づくり

学びの

つながり

づくり

学びの

成果を生かす

地域づくり

次世代育成

の支援

文化芸術活動

の支援
生涯学習の

推進
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第２次生涯学習推進指針の体系 

   

１．学びにつながる情報発信 広報誌・ホームページ・SNSを活用した情報発信

「人生のマルチステージ化」に合わせた学びの機会の提供

早稲田大学等の教育機関等との連携・「学び直し」への対応

自分らしく豊かに暮らせる学びの機会の提供

地域課題に対する学びを通じた地域参画のきっかけの提供

命を守るための知識や解決方法を学び合う機会の提供

ICTの活用・対面講座の充実による継続的な学習環境の整備

満足度や成果の把握に基づく質の高い学びを得られる環境づくり

継続的な学びを支援する環境づくり

地域の魅力を学ぶ機会による地域に対する愛着の形成

学びを通した青少年と地域のつながりづくり

２．地域・学校・家庭における
　　協働活動の推進

学び合いの中で世代を超えて地域のつながりを深める支援

施設の適正な維持保全や機能の充実

学びや交流機会の創出につながる公民館活動への支援

地域住民が防災のため共に学び合う機会の提供

地域発展・課題解決に繋がる学びの成果を発表する環境づくり

学びの効果の向上・継続に向けた学習者同士の交流機会の支援

地域課題解決のための取組を支援する人材の育成・確保

生涯学習の推進に関わる者をコーディネーターとした支援

学びの成果や知識・経験を地域に還元する意識の醸成

親の学習の推進による家庭における教育力の向上

青少年の状況への意識啓発、保護者同士や地域との交流の継続

青少年を対象とした多様な体験学習の機会の提供

学校・学年を超えた活動を行う本庄市子ども会育成会連合会への支援

地区ごとに活動する単位子ども会の持続的な活動実施への支援

非行・犯罪に関する市民の意識啓発とパトロール活動の実施

本庄市青少年育成市民会議等と連携した青少年への支援

３．青少年の居場所づくり 公共施設・地域人材と協働した青少年の安全な居場所づくり

文化芸術へ気軽に触れることができる環境の計画的整備

文化芸術活動に関する多様な情報の収集・発信

子どもと保護者が文化芸術を楽しみ、絆を深める機会の提供

文化会館の適正な維持管理・思いやりのある施設運営

生涯学習関連施設同士の連携による文化芸術活動の活発化

文化芸術活動を継続的・発展的に行うための支援の推進

文化芸術活動を行う市民・団体と地域の連絡調整

文化芸術活動の成果発表・成果鑑賞が出来る機会の提供

次代の文化芸術活動を担う人材育成

２．学びを担う地域人材の育成

１．家庭教育への支援

２．次世代の
　　健やかな成長への支援

１．文化芸術活動の環境整備

２．文化芸術活動への支援

1

2

3

4

5

学
び
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人

)
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く
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つ
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援

２．多様な学びの機会の提供

１．学びを通じた
　　地域とのつながりづくり

３．公民館機能の充実

１．学びの成果の活用に
　　向けた支援

３．継続的な学びを支える
　　環境づくり
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指針１「学びの環境（人）づくり」 

あらゆる世代の個々のニーズに応じて、多様な学びの機会を提供するとともに、誰で

も・いつでも・どこでも・何度でも学べる環境づくりを目指します。 

 

【主な取組】 

（１）学びにつながる情報発信 

◯ 学びの情報をより効果的に周知するため、市の広報紙の活用や、ホームページに掲

載する内容を充実させるほか、SNSを利用した情報発信を行い、様々な媒体を通して、

多くの市民が学びの情報を得られるようにします。 

 

（２）多様な学びの機会の提供 

○ 「人生のマルチステージ化」に合わせた、多様なニーズに応えることのできる学び

の機会を提供します。 

○ 早稲田大学や近隣大学をはじめとした教育機関や、民間企業、NPO等と連携し、専門

的で多様な学びの機会を提供します。また、社会人の「学び直し」へのニーズにも

対応します。 

○ 誰もが自分らしく豊かに安心して暮らせるような学びの機会を提供することで、社

会的包摂※の実現を目指します。 

○ 防災やまちづくり等の地域課題に対する学習を通して、あらゆる世代が地域へ参画

するきっかけとなる学びの機会を提供します。 

○ 自然災害やパンデミックをはじめとした近年多発している喫緊な課題に対して、

「命を守る」ための知識や解決する方法を学び合うための機会を提供します。 

 

（３）継続的な学びを支える環境づくり 

○ オンライン講座の開催や、動画講座の配信等、ICTを活用する人々が気軽に学べる環

境づくりに努めます。同時に、対面による講座も引き続き充実させ、誰でも継続的

に学ぶことのできる環境をつくります。 

○ 生涯学習事業に参加した市民の、学びの満足度や成果を把握し、その後の事業に反

映させることで、質の高い学びを得られる環境づくりに努めます。 

○ 講座の企画・運営への助言、効果的な手法や先進事例の紹介等、生涯学習に関する

相談に対応し、継続的な学びを支援する環境を整えます。 

※社会的包摂……社会的に弱い立場にある人々も含め、市民一人一人を、排除や摩擦、孤独や孤立

から援護し、社会（地域社会）の一員として取り込み、支え合う考え方のこと。 
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指針２「学びのつながりづくり」 

地域の多様な魅力に触れ、地域への愛着を育む学びの機会を通して、市民と地域のつな

がりづくりを目指します。また、公民館を充実させ、人と人が学び合い、つながる場を設

けます。 

 

【主な取組】 

（１）学びを通じた地域とのつながりづくり 

○ 「歴史と教育のまち本庄」の歴史や文化、豊かな自然環境、地域資源を生かしたま

ちづくり等、地域の魅力を学ぶ機会を、あらゆる世代に向けて設けることで、多く

の人に地域への愛着を育みます。 

○ 次代を担う青少年に対して、地域の人材や施設等を活用し地域に根差した学びの機

会を提供することで、学びへの積極性を育むとともに、青少年と地域のつながりを

つくります。 

 

（２）地域・学校・家庭における協働活動の推進 

○ 地域・学校・家庭が互いをパートナーとして連携・協働し学び合うなかで、青少年

の成長を地域全体で支えるとともに、世代を超えた地域住民同士のつながりを深め

られるように支援します。 

 

（３）公民館機能の充実 

○ 生涯学習拠点としての重要な役割が継続できるよう、各施設の維持保全や機能の充

実を図り、生涯にわたる学びを支援します。 

○ 公民館活動が、地域住民の新たな学びや交流機会の創出につながるよう支援します。 

○ 地域の防災拠点としての役割を担えるよう、地域住民が自ら生命や生活を守るため

に必要な知識を、課題解決に向けて共に学び合う機会を提供します。 
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指針３「学びの成果を生かす地域づくり」 

学びを通して得た知識・技能・経験を、様々な場で生かし、地域に還元できる環境をつ

くることで、持続可能な生涯学習社会の実現を目指します。 

 

【主な取組】 

（１）学びの成果の活用に向けた支援 

○ 学びの成果を発表する場を設け、学び合う仲間をつくり、地域の発展や課題解決に

つなげることができる環境をつくります。 

○ 学んだもの同士が交流することで、学びの成果を更に高め、学びが継続できるよう

支援します。 

 

（２）学びを担う地域人材の育成 

○ 地域の現状や課題を調査・分析し、それらを解決していくための取組を支援する専

門的な人材の育成・確保に努めます。 

○ 社会教育主事等、生涯学習の推進に関わる人々をコーディネーターとして、学びの

成果が地域の課題解決へつながるよう支援します。 

○ 学びを通じ、地域の一員としての意識を育むことで、学びによる成果や培ってきた

知識・経験を地域に還元しようとする意識の醸成を図ります。 
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指針４「次世代育成の支援」 

次世代の育成を支援することによって、世代から世代へ循環する生涯学習社会の構築に

寄与することを目指します。 

 

【主な取組】 

（１）家庭教育への支援 

○ 地域の関係者・学校・家庭と連携しながら、子育て中の親を対象とした親の学習※を

推進することで、家庭における教育力の向上を目指します。市内の教育施設等を会

場として親の学習講座を開催するほか、市が独自に作成した『親の学習手引書』を

子どもがいる家庭に配布し、多くの親が学びの機会を得られるよう努めます。 

○ 現在の親子の在り方に関する学びや、青少年の事故や犯罪への意識啓発、保護者同

士や地域との交流を継続することで、家庭と社会における幸せの実現を図ります。 

※親の学習……親が親として育ち、力を付けるための学習（家庭教育に関する学習）を指す。 

 

（２）次世代の健やかな成長への支援 

○ 青少年を対象として、科学・文化芸術・自然・スポーツ・伝統芸能等の多様な体験

学習の機会を提供し、青少年が学びを通して健やかに成長できるよう支援します。 

○ 学校や学年の枠を超えて活動している本庄市子ども会育成会連合会の活動を、共催

事業の実施等を通じて支援します。 

○ 各地区で行われている単位子ども会の活動を、持続的に実施できるよう支援します。 

○ 非行や犯罪に対する市民への意識啓発とパトロール活動を継続することで、青少年

に安心感を与え、健やかに成長できるよう支援します。 

○ 本庄市青少年育成市民会議をはじめとした青少年に携わる関係機関と連携し、自ら

の思いの発表や様々な知識や経験を積み重ねることができる多くの機会を提供する

ことで、青少年の自信や自己肯定感に繋げられるよう支援します。 

 

（３）青少年の居場所づくり 

○ 公民館等公共施設において、地域の人材と協働し、青少年とその支援者が交流する

機会を設けることで、家庭・学校以外の、青少年にとって心理的・身体的に安全な

居場所ができるよう努めます。  
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指針５「文化芸術活動の支援」 

体系的な文化芸術活動を行うための体制づくりを計画的に推進することによって、質の

高い文化芸術の振興を図り、生涯学習社会の実現や地域の活性化を目指します。 

 

【主な取組】 

（１）文化芸術活動の環境整備 

○ すべての市民が文化芸術に親しみ、その活動に参加する機会が得られるよう、文化

芸術に気軽に触れることができる環境を体系的かつ計画的に整備します。 

○ ホームページやSNS等の様々な媒体を活用して、文化芸術を振興するための主催事業

や、文化芸術活動に関する多様な情報を収集し発信することで、あらゆる世代が文

化芸術に触れることができるきっかけをつくります。 

○ 子どもと保護者がともに集い、文化芸術を楽しみ、絆を深める機会を設けることで、

次代を担う青少年への文化芸術活動の普及を推進します。 

○ 文化芸術活動の中核となっている、市内２か所の文化会館の適正な維持管理を継続

するとともに、すべての利用者が安心して利用できるように、思いやりのある施設

運営に努めます。 

○ 公民館、市民活動交流センター（はにぽんプラザ）、図書館等、他の生涯学習関連

施設と連携強化することで、文化芸術活動の活発化を図ります。 

 

（２）文化芸術活動への支援 

○ 市民・団体が継続して発展的な文化芸術活動を行うための支援を、体系的かつ計画

的に推進します。 

○ 文化芸術活動を行う市民・団体が、世代を超えて継続的に活動することで、地域の

活性化が図られるよう、市民・団体と地域の連絡調整に努めます。 

○ 市民・団体が行っている文化芸術活動の成果発表の機会、及び、誰もがその成果を

鑑賞できる機会を提供することで、文化芸術活動の振興を図ります。 

○ 歴史ある郷土芸能等の伝統文化や風土にふれる機会を創出し、文化芸術の伝承や発

展するための意識の高揚を図かることで、地域参画へのきっかけづくりや、次代の

文化芸術活動を担う人材育成に努めます。 
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資料１ 市民アンケート調査結果 

１．調査の概要 

（１）調査の目的 

本指針を策定するにあたり、市民を対象とする「第２次本庄市生涯学習推進指針策定のため

のアンケート調査」を実施した。この調査は、生涯学習に対する市民の意識、要望、課題を把

握するとともに、その支援の分野や方向性に必要な基礎資料とすることを目的とする。 

（２）調査対象者の抽出 

母集団の66,799人（令和４年11月１日現在の18歳以上）に対し、本庄市総合振興計画策定の

ための市民アンケート調査で用いた信頼率95％と同等の信頼率を得るための必要標本数は、

1,051件となる。 

また、ミドル世代の生涯学習事業への参加率の低さが課題となっているため、10代～50代の

標本数を増やし、全世代において概ね均等の回答数を得られるように調整した結果、3,500人を

対象とした。 

（３）調査の期間 令和４年12月 

（４）調査の方法 郵送によるアンケート調査 

発送数：3,500件、回収数：1,194件、回収率：34.1％、信頼率：96％ 

回収結果については下表のとおり。 

年代 送付数 予想回収数 
実回収数 

 構成割合（％） 

19歳以下 67 20 13 1.1 

20代 400 120 50 4.2 

30代 435 130 91 7.6 

40代 582 175 163 13.7 

50代 578 174 190 15.9 

60代 540 162 256 21.4 

70代 564 169 281 23.5 

80代以上 334 100 147 12.3 

年齢不明 0 0 3 0.3 
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２．アンケート調査結果 

※調査結果を表示する全ての図において、構成比の数値は小数点以下第２位を四捨五入しているため、

必ずしも合計値が100％にならない場合がある。 

（１）回答者の属性について 

【問１】年齢についてお答えください。（１つを選択） 

19歳以下・20代・30代は10％以下、60代・70代は20％以上、その他の年代は概ね均等な比率である。 

 

（N=1,194） 

 

【問２】性別についてお答えください。（１つを選択） 

 

（N=1,194） 

19歳以下
1.1%

20歳〜29歳
4.2%

30歳〜39歳
7.6%

40歳〜49歳
13.7%

50歳〜59歳
15.9%

60歳〜69歳
21.4%

70歳〜79歳
23.5%

80歳以上
12.3%

回答なし
0.3%

男性
43.8%⼥性

53.7%

無回答
1.3%

記入なし
1.3%



28 
 

【問３】主な職業についてお答えください。（１つを選択） 

 

（N=1,194） 

 
【問４】お住まいの小学校区についてお答えください。（１つを選択） 

 

（N=1,194） 

農業
3.0% 商業・自営業

5.5%

会社員
23.1%

公務員・教員
3.2%

学生
1.6%

派遣・契約社員・パート・アルバイト
15.6%

専業主夫・専業主婦
16.7%

その他
3.1%

無職
27.6%

回答なし
0.7%

本庄東小学校区
16.8%

本庄⻄小学校区
10.0%

藤田小学校区
3.5%

仁手小学校区
1.5%

旭小学校区
7.6%

北泉小学校区
8.6%

本庄南小学校区
11.6%

中央小学校区
11.6%

児玉小学校区
9.6%

⾦屋小学校区
5.4%

秋平小学校区
2.8%

共和小学校区
4.8%

本泉小学校区
0.9%

市外
4.1%

回答なし
1.0%
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【問５】家族構成についてお答えください。（１つを選択） 

「親と子（２世代）の世帯」が43.5％とほぼ半数を占め、次いで「夫婦のみの世帯」が31.7％。 

 

 

（N=1,194） 

 

  

一人暮らし世帯
13.3%

夫婦のみの世帯
31.7%

親と子（２世代）の世帯
43.5%

親と子と孫（３世代）の世帯
7.2%

兄弟姉妹や親族と同居
1.8%

友人などと同居
0.4% その他

1.5%
回答なし
0.6%
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（２）生涯学習について 

【問６】「生涯学習」という言葉を聞いたことがありますか。（１つを選択） 

 

（N=1,194） 

 

［年代グループ別］60代以上の方が「聞いたことがある」が多い。 

 

  

聞いたことがある
81.0%

聞いたことがない
18.5%

回答なし
0.5%

73.2%

86.8%

26.4%

12.7%

0.4%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〜50代

60代〜

聞いたことがある 聞いたことがない 回答なし 系列2
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【問７】この１年間、学習の経験がありますか。（１つを選択） 

 

（N=1,194） 

 

 

［年代グループ別］グループ間で大きな差はない。 

 

  

ある
31.8%

ない
65.3%

回答なし
2.8%

32.5%

31.3%

63.5%

66.8%

3.9%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〜50代

60代〜

ある ない 回答なし
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【問８】どのようなことについて学習をしていますか。（複数回答可） 

※問７で「ある」を選んだ回答者のみ 

 

(N=1,072) 

 

［年代グループ別］50代以下は「職業上必要な知識・技能」「子育てや子どもの教育・家庭教育」、

60代以上は「健康・スポーツ」「文化芸術」の項目が、もう一方のグループに比べて高い。 

 

0.2%
1.6%
2.2%
2.5%
2.8%
3.5%
3.6%
3.8%

6.7%
6.8%

9.1%
9.7%

11.8%
17.4%
18.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

回答なし
その他

自然体験や生活体験
ボランティア活動

大学や学校等の公開講座での学習
子育てや子どもの教育・家庭教育

パソコン・インターネット
安全・安心

家庭生活に役⽴つ技能
社会問題
文化芸術

職業上必要な知識・技能
教養

健康・スポーツ
趣味

18.5%

12.8%

11.1%

16.6%

6.3%

7.8%

6.1%

2.5%

3.4%

5.3%

2.7%

2.3%

2.9%

1.5%

0.2%

18.0%

20.9%

12.5%

4.2%

11.5%

6.1%

7.1%

4.9%

3.7%

2.0%

2.9%

2.7%

1.7%

1.7%

0.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

趣味

健康・スポーツ

教養

職業上必要な知識・技能

文化芸術

社会問題

家庭生活に役⽴つ技能

安全・安心

パソコン・インターネット

子育てや子どもの教育・家庭教育

大学や学校等の公開講座での学習

ボランティア活動

自然体験や生活体験

その他

回答なし

〜50代
60代〜
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【問９】どのような手段・方法で学習していますか。（複数回答可） 

※問７で「ある」を選んだ回答者のみ 

 

（N=837） 

 

［年代グループ別］50代以下は「自宅での学習活動」「情報端末やインターネット」、60代以上は

「市の主催する講座や教室」「同好者が集まって行うサークル活動」の項目が、もう一方のグルー

プに比べて高い。 

 

0.2%

1.8%

3.0%

3.5%

10.2%

10.5%

10.6%

11.0%

12.5%

17.7%

19.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

回答なし

その他

通信教育

大学などの公開講座や教室

⺠間の講座や教室

同好者が集まって⾏うサークル活動

テレビやラジオ

市の主催する講座や教室

公共の施設を利⽤した学習活動

情報端末やインターネット

自宅での学習活動

25.3%

29.2%

9.7%

3.6%

8.4%

4.2%

7.0%

5.0%

5.8%

1.4%

0.3%

14.1%

8.8%

14.7%

16.6%

12.4%

15.4%

12.4%

2.3%

0.8%

2.1%

0.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

自宅での学習活動

情報端末やインターネット

公共の施設を利⽤した学習活動

市の主催する講座や教室

テレビやラジオ

同好者が集まって⾏うサークル活動

⺠間の講座や教室

大学などの公開講座や教室

通信教育

その他

回答なし

〜50代
60代〜
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【問10】学習をする目的は何ですか。（複数回答可） 

※問７で「ある」を選んだ回答者のみ 

 

（N=1,214） 

 

［年代グループ別］50代以下は「仕事や就職、転職に役立てるため」、60代以上は「健康や体力づく

りのため」「仲間づくりのため」の項目が、もう一方のグループに比べて高い。 

 

  

0.2%
0.7%

3.9%
6.8%

9.0%
9.1%
9.1%
9.5%

11.9%
11.9%

13.9%
14.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0%

回答なし
その他

地域や社会をよりよくするため
仲間づくりのため

余暇の時間を有効に使うため
家庭や日常生活に活⽤するため

生きがいづくりのため
仕事や就職、転職などに役⽴てるため

ストレスの解消、気分転換のため
生活を豊かにするため
健康や体⼒づくりのため
その学習が好きだから

15.8%

9.5%

14.0%

11.5%

18.9%

6.2%

10.3%

7.4%

2.3%

3.3%

0.6%

0.2%

12.9%

16.9%

10.5%

12.3%

3.1%

11.1%

8.0%

10.1%

9.8%

4.3%

0.7%

0.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

その学習が好きだから

健康や体⼒づくりのため

生活を豊かにするため

ストレスの解消、気分転換のため

仕事や就職、転職などに役⽴てるため

生きがいづくりのため

家庭や日常生活に活⽤するため

余暇の時間を有効に使うため

仲間づくりのため

地域や社会をよりよくするため

その他

回答なし

〜50代
60代〜
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【問11】学習活動を通して、身につけた知識、技能や経験をどのように生かしていますか。 

（複数回答可）※問７で「ある」を選んだ回答者のみ 

 

（N=997） 

［年代グループ別］50代以下は「仕事や就職の上で生かしている」、60代以上は「自分の健康の維

持・増進に役立っている」の項目が、もう一方のグループに比べて高い。 

 

0.3%

0.5%

0.7%

1.3%

2.6%

3.6%

3.9%

4.4%

5.1%

9.1%

10.6%

14.0%

19.9%

23.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

回答なし

その他

今も生かしていないし、今後もする考えはない

学業・学校生活上で

他の人の学習やスポーツ・文化活動などの指導に

資格の取得に

いずれは生かしたい

ボランティア活動に

地域や社会での活動に

さらに深い知識や技術を⾝につけるために

仕事や就職の上で

家庭・日常の生活に

自分の健康の維持・増進に

自分の人生をより豊かにすることに

21.2%

12.9%

12.9%

17.8%

10.8%

3.2%

2.5%

5.2%

6.5%

2.5%

2.9%

0.9%

0.5%

0.2%

26.1%

25.5%

15.0%

4.7%

7.7%

6.8%

6.0%

2.7%

1.3%

2.7%

0.0%

0.5%

0.5%

0.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

自分の人生をより豊かにすることに

自分の健康の維持・増進に

家庭・日常の生活に

仕事や就職の上で

さらに深い知識や技術を⾝につけるために

地域や社会での活動に

ボランティア活動に

いずれは生かしたい

資格の取得に

他の人の学習やスポーツ・文化活動などの指導に

学業・学校生活上で

今も生かしていないし、今後もする考えはない

その他

回答なし

〜50代
60代〜
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【問12】学習情報をどのように得ていますか。（複数回答可） 

※問７で「ある」を選んだ回答者のみ 

 

（N＝878） 

［年代グループ別］50代以下は「インターネット」「学校や職場から」、60代以上は「市や県の広報

紙、ホームページ」「公共施設にあるパンフレット・チラシ・ポスター」の項目が、もう一方のグ

ループに比べて高い。 

 

0.7%
2.1%

0.7%
1.8%

3.9%
4.4%

6.5%
7.2%

10.5%
13.0%
13.8%
14.2%

21.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

回答なし
その他

特に得ていない
大学など教育機関のホームページ

情報専門誌（紙）
自治会の回覧
学校や職場から

サークル・グループ・クラブ等から
公共施設にあるパンフレット・チラシ・ポスター

友人・知人から
新聞・雑誌・テレビ・ラジオ

市や県の広報紙、ホームページ
インターネット

33.5%

8.1%

11.8%

9.4%

6.8%

3.9%

13.4%

1.0%

4.7%

2.9%

0.8%

3.1%

0.5%

11.7%

19.0%

15.4%

15.8%

13.2%

9.7%

1.2%

7.1%

3.2%

1.0%

0.6%

1.2%

0.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

インターネット

市や県の広報紙、ホームページ

新聞・雑誌・テレビ・ラジオ

友人・知人から

公共施設にあるパンフレット・チラシ・ポスター

サークル・グループ・クラブ等から

学校や職場から

自治会の回覧

情報専門誌（紙）

大学など教育機関のホームページ

特に得ていない

その他

回答なし

〜50代
60代〜
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【問13】学習情報はどのような内容を望みますか。（複数回答可） 

※問７で「ある」を選んだ回答者のみ 

 

（N=711） 

 

［年代グループ別］グループ間で大きな差はないが、「グループ・サークルの情報」のみ60代以上の

方が比較的割合が高い。 

 

  

4.6%

3.2%

7.7%

12.1%

15.0%

23.5%

33.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

回答なし

その他

指導者・ボランティアの情報

グループ・サークルの情報

施設の情報

イベントの情報(発表会,スポーツ大会等)

教室・講座の情報

35.3%

24.0%

16.4%

8.5%

8.2%

4.1%

3.5%

32.4%

23.2%

13.8%

15.1%

7.4%

2.6%

5.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

教室・講座の情報

イベントの情報(発表会,スポーツ大会等)

施設の情報

グループ・サークルの情報

指導者・ボランティアの情報

その他

回答なし

〜50代
60代〜
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【問14】生涯学習目的として利用した市内の施設はどこですか。（複数回答可） 

※問７で「ある」を選んだ回答者のみ 

 

（N=747） 

 

［年代グループ別］50代以下は25.4％が「利用していない」と回答している一方、60代以上は「公民

館」等市の生涯学習施設を利用していることが窺える。 

 

  

1.3%
2.3%

0.8%
2.7%

3.7%
5.9%
6.3%

8.0%
8.5%
8.8%
9.0%

13.7%
14.2%
14.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0%

回答なし

その他

勤労⻘少年ホーム

小学校・中学校

早稲田大学リサーチパーク

本庄市以外の施設を利⽤している

歴史文化施設(本庄早稲田の杜ミュージアム等)

本庄市⽴図書館・児玉分館

本庄市⺠文化会館

本庄市児玉文化会館セルディ

体育館・運動場(カミケンシルクドーム等)

利⽤していない

市⺠活動交流センターはにぽんプラザ

公⺠館

5.4%

13.6%

25.4%

7.9%

5.7%

4.3%

11.8%

6.5%

7.9%

1.8%

5.4%

0.0%

3.9%

0.4%

20.0%

14.6%

7.1%

9.7%

10.5%

10.9%

5.9%

6.3%

4.7%

4.9%

1.2%

1.2%

1.4%

1.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

公⺠館

市⺠活動交流センターはにぽんプラザ

利⽤していない

体育館・運動場(カミケンシルクドーム等)

本庄市児玉文化会館セルディ

本庄市⺠文化会館

本庄市⽴図書館・児玉分館

歴史文化施設(本庄早稲田の杜ミュージアム等)

本庄市以外の施設を利⽤している

早稲田大学リサーチパーク

小学校・中学校

勤労⻘少年ホーム

その他

回答なし

〜50代
60代〜
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【問15】市内の生涯学習施設を利用していない理由は何ですか。（複数回答可） 

※問14で「利用していない」を選んだ回答者のみ 

 

（N＝132） 

 

［年代グループ別］グループ間に大きな差はなく、「自分の希望に合う講座や教室などがない」が最

も割合が高い。 

 

  

1.5%

20.5%

9.8%

24.2%

43.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

回答なし

その他

⾝近なところに生涯学習関連施設がない

必要な情報が入手できない

自分の希望に合う講座や教室などがない

45.2%

24.7%

10.8%

19.4%

0.0%

41.0%

23.1%

7.7%

23.1%

5.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

自分の希望に合う講座や教室などがない

必要な情報が入手できない

⾝近なところに生涯学習関連施設がない

その他

回答なし

〜50代
60代〜
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【問16】生涯学習関連施設※まで移動する場合の主な手段は何ですか。（複数回答可） 

※生涯学習関連施設……公民館、文化会館、学校、図書館、体育館、歴史文化施設等 

※問７で「ある」を選んだ回答者のみ 

 

（N=518） 

 

［年代グループ別］グループ間に大きな差はない。 

 

  

10.2%
1.7%

0.2%
0.2%
0.6%
2.7%

12.5%
16.0%

55.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

回答なし
その他

はにぽん号、もといずみ号
タクシー
路線バス
乗り合わせ
自転⾞
徒歩

自家⽤⾞

56.2%

15.5%

11.9%

0.9%

0.5%

0.0%

0.0%

2.7%

12.3%

55.2%

16.5%

13.1%

4.0%

0.7%

0.3%

0.3%

1.0%

8.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

自家⽤⾞

徒歩

自転⾞

乗り合わせ

路線バス

タクシー

はにぽん号、もといずみ号

その他

回答なし

〜50代
60代〜
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【問17】特に学習活動をしていない理由をお聞かせ下さい。（複数回答可） 

※問７で「ない」を選んだ回答者のみ 

 

（N＝1,082） 

 

［年代グループ別］50代以下は「仕事や育児・介護で忙しい」、60代以上は「特に理由はない」の項

目が突出して高い。 

 

  

27.3%

24.4%

10.0%

7.9%

7.9%

7.1%

4.8%

2.0%

6.7%

1.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

特に理由はない

仕事や育児・介護で忙しい

必要な学習情報が得られない

興味がない・関心がない

今は学ぶ必要性を感じない

費⽤がかかる

学び合う仲間がいない

学習することが嫌い

その他

回答なし

17.2%

37.3%

9.5%

8.1%

5.7%

11.8%

3.7%

2.4%

3.7%

0.6%

35.7%

13.6%

10.4%

7.7%

9.7%

3.2%

5.8%

1.7%

9.4%

2.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

特に理由はない

仕事や育児・介護で忙しい

必要な学習情報が得られない

興味がない・関心がない

今は学ぶ必要性を感じない

費⽤がかかる

学び合う仲間がいない

学習することが嫌い

その他

回答なし

〜50代
60代〜
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【問18】今後の学習活動についてはどのようにお考えですか。（１つを選択） 

※問７で「ない」を選んだ回答者のみ 

 

（N=800） 

 

［年代グループ別］グループ間に大きな差はないが、50代以下の方が「してみたい」の割合が高い。 

 

  

してみたい
18.0%

どちらかといえば
してみたい
31.5%

どちらかといえば
したくない
14.4%

したくない
10.5%

わからない
24.0%

回答なし
1.6%

24.3%

13.5%

31.1%

31.8%

10.5%

17.2%

7.8%

12.5%

25.4%

22.8%

0.9%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〜50代

60代〜

してみたい どちらかといえばしてみたい どちらかといえばしたくない

したくない わからない 回答なし
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【問19】どのような機会等があれば学習活動を始めたいと思いますか。（複数回答可） 

※問７で「ない」を選んだ回答者のみ 

 

（N=1,254） 

 

［年代グループ別］50代以下は「時間の都合が合えば」「仕事等で必要になれば」、60代以上は「始

めるつもりがない」がもう一方のグループに比べて比較的高い。 

 

  

33.0%

24.3%

11.2%

8.7%

8.6%

7.7%

2.7%

2.2%

1.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

自分に合う学習内容があれば

時間の都合が合えば

始めるつもりがない

仕事等で必要になれば

学習情報が得られれば

友人・知人に誘われれば

オンライン環境が整えば

その他

回答なし

31.5%

29.0%

5.1%

13.4%

7.9%

7.1%

4.3%

0.8%

0.8%

34.5%

19.9%

16.7%

4.3%

9.3%

8.3%

1.2%

3.4%

2.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

自分に合う学習内容があれば

時間の都合が合えば

始めるつもりがない

仕事等で必要になれば

学習情報が得られれば

友人・知人に誘われれば

オンライン環境が整えば

その他

回答なし

〜50代
60代〜
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【問20】あなたが興味のある学習分野はどれですか。（複数回答可） 

※問７で「ない」を選んだ回答者のみ 

 

（N=1,969） 

［年代グループ別］50代以下は「職業上必要な知識・技能」、60代以上は「健康・スポーツ」の項目

が、もう一方のグループに比べて比較的高く、問８（学習経験がある回答者が学習している内容）

と共通点が見られる。 

 

17.2%
15.7%

10.4%
10.1%

9.3%
6.8%

5.1%
4.6%
4.5%
4.3%

2.7%
2.6%
2.6%
2.3%

0.8%
1.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

趣味
健康・スポーツ

文化芸術
家庭生活に役⽴つ技能

教養
パソコン・インターネット

職業上必要な知識・技能
興味がない

自然体験や生活体験
社会問題
安全・安心

ボランティア活動
大学や学校等の公開講座での学習
子育てや子どもの教育・家庭教育

その他
回答なし

17.2%

12.7%

10.8%

10.7%

8.8%

6.7%

8.5%

3.3%

5.3%

4.1%

2.2%

2.7%

2.6%

3.7%

0.4%

0.4%

17.1%

18.6%

10.1%

9.6%

9.8%

6.9%

1.9%

5.7%

3.8%

4.5%

3.3%

2.5%

2.6%

1.0%

1.2%

1.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

趣味

健康・スポーツ

文化芸術

家庭生活に役⽴つ技能

教養

パソコン・インターネット

職業上必要な知識・技能

興味がない

自然体験や生活体験

社会問題

安全・安心

ボランティア活動

大学や学校等の公開講座での学習

子育てや子どもの教育・家庭教育

その他

回答なし

〜50代
60代〜
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【問21】市では、生涯学習の推進のために次のことを行っていますがご存じですか。（複数回答可） 

 

（N=1,975） 

 

［年代グループ別］50代以下の「知らなかった」という回答が突出している。 

 

  

24.2%

23.9%

16.6%
13.2%

5.2%

5.2%

4.5%

4.5%

2.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

知らなかった

公⺠館講座

市⺠総合大学

総検校塙保己一先生遺徳顕彰会

⻘少年育成市⺠会議

学ぼう舎

親の学習

子ども大学ほんじょう

回答なし

31.0%

19.0%

11.6%

8.2%

4.9%

8.2%

7.7%

8.1%

1.3%

19.1%

27.6%

20.3%

16.9%

5.4%

2.9%

2.1%

1.8%

4.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

知らなかった

公⺠館講座

市⺠総合大学

総検校塙保己一先生遺徳顕彰会

⻘少年育成市⺠会議

学ぼう舎

親の学習

子ども大学ほんじょう

回答なし

〜50代
60代〜
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【問22】本庄市の生涯学習において充実していると思う項目はどれですか。（複数回答可） 

 

（N=1,666） 

 

［年代グループ別］50代以下の「わからない」という回答が突出している。 

 

  

35.9%
15.9%

10.1%
9.4%

6.5%
6.1%
5.3%

1.7%
1.7%
1.7%
1.4%
1.0%
0.6%
2.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

わからない

公⺠館講座

特にない

市⺠総合大学

講座やイベント等の生涯学習関連情報の提供

地域の伝統文化等の継承

学びの成果の機会づくり(発表会,展示会等)

⻘少年育成市⺠会議等の⻘少年の健全育成

質の高い文化芸術にふれる機会

親の学習やPTA家庭教育学級等の家庭教育支援

子ども大学ほんじょう等の次世代育成

学習指導者等の人材育成、発掘

その他

回答なし

47.8%

11.7%

10.0%

6.8%

4.5%

5.5%

4.5%

1.4%

0.6%

1.8%

2.8%

0.8%

0.8%

1.1%

28.3%

18.5%

10.1%

11.1%

7.9%

6.4%

5.9%

2.0%

2.4%

1.6%

0.6%

1.1%

0.5%

3.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

わからない

公⺠館講座

特にない

市⺠総合大学

講座やイベント等の生涯学習関連情報の提供

地域の伝統文化等の継承

学びの成果の機会づくり(発表会,展示会等)

⻘少年育成市⺠会議等の⻘少年の健全育成

質の高い文化芸術にふれる機会

親の学習やPTA家庭教育学級等の家庭教育支援

子ども大学ほんじょう等の次世代育成

学習指導者等の人材育成、発掘

その他

回答なし

〜50代
60代〜
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【問23】本庄市の生涯学習において不足していると思う項目はどれですか。（複数回答可） 

 

（N=1,606） 

 

［年代グループ別］グループ間に大きな差はない。 

 

  

38.2%
10.3%
9.5%
8.6%
7.3%

5.0%
3.2%
3.2%
2.7%
2.5%
2.0%
1.6%
2.1%
3.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

わからない

質の高い文化芸術にふれる機会

特にない

学習指導者等の人材育成、発掘

講座やイベント等の生涯学習関連情報の提供

地域の伝統文化等の継承

公⺠館講座

学びの成果の機会づくり(発表会,展示会等)

市⺠総合大学

親の学習やPTA家庭教育学級等の家庭教育支援

子ども大学ほんじょう等の次世代育成

⻘少年育成市⺠会議等の⻘少年の健全育成

その他

回答なし

44.4%

10.0%

5.7%

8.0%

7.9%

5.1%

2.5%

3.8%

2.3%

2.2%

2.5%

1.5%

3.2%

1.0%

33.6%

10.6%

12.3%

8.8%

7.0%

5.0%

3.8%

2.7%

3.1%

2.7%

1.6%

1.6%

1.3%

5.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

わからない

質の高い文化芸術にふれる機会

特にない

学習指導者等の人材育成、発掘

講座やイベント等の生涯学習関連情報の提供

地域の伝統文化等の継承

公⺠館講座

学びの成果の機会づくり(発表会,展示会等)

市⺠総合大学

親の学習やPTA家庭教育学級等の家庭教育支援

子ども大学ほんじょう等の次世代育成

⻘少年育成市⺠会議等の⻘少年の健全育成

その他

回答なし

〜50代
60代〜
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【問24】今後、市民の生涯学習をさらに充実させるために、市はどのような支援に力を入れるべきだ

と思いますか。（複数回答可） 

 

（N=2,800） 

 

［年代グループ別］50代以下は「仕事や就職に生かせる講座等を増やす」「オンラインによる講座の

提供」が、60代以上は「高齢者や障害者が参加しやすいようにする」が高い割合になっている。 

 

15.9%
13.5%

9.9%
9.7%

8.5%
7.1%
7.0%
6.9%

5.3%
5.0%

3.9%
2.3%
1.8%

0.3%
1.2%
1.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

高齢者や障害者が参加しやすいようにする
若い世代が参加しやすいようにする

わからない
仕事や就職に生かせる講座等を増やす
学習等に関する情報提供を充実する

オンラインによる講座の提供
学習施設の整備・充実

指導者、ボランティア等の人材育成、発掘
文化芸術の向上につながる機会の創出
家庭・学校・地域・⾏政の連携協働

学習した成果を生かす機会や場の創出
家庭教育や⻘少年健全育成等の支援
社会教育団体やグループ・サークル支援

市が市⺠の生涯学習活動に関わるべきではない
その他

回答なし

8.4%

16.2%

8.3%

13.8%

9.6%

10.0%

7.9%

6.2%

4.6%

5.5%

4.2%

1.8%

1.3%

0.4%

1.4%

0.5%

22.6%

11.0%

11.4%

6.0%

7.6%

4.6%

6.3%

7.5%

6.0%

4.5%

3.7%

2.8%

2.3%

0.3%

1.0%

2.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

高齢者や障害者が参加しやすいようにする

若い世代が参加しやすいようにする

わからない

仕事や就職に生かせる講座等を増やす

学習等に関する情報提供を充実する

オンラインによる講座の提供

学習施設の整備・充実

指導者、ボランティア等の人材育成、発掘

文化芸術の向上につながる機会の創出

家庭・学校・地域・⾏政の連携協働

学習した成果を生かす機会や場の創出

家庭教育や⻘少年健全育成等の支援

社会教育団体やグループ・サークル支援

市が市⺠の生涯学習活動に関わるべきではない

その他

回答なし

〜50代
60代〜
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【問25】本庄市にゆかりのある次の著名人について、どのくらい知っているかお答えください。 

「良く知っている」「知っている」「名前は聞いたことがある」を合わせて過半数を超えているの

は「塙保己一」で、92.2％に上る。石川三四郎・木村九蔵・佐藤虎次郎・庄田門弥・諸井恒平は

「知らない」が過半数を超えているが、その中でも石川三四郎が比較的「知っている」「名前は聞

いたことがある」の割合が高い。 

 

（各著名人毎にN=1,194） 

 

  

1.9%

5.1%

0.1%

1.3%

33.2%

1.7%

10.9%

9.6%

1.1%

4.9%

43.3%

8.5%

20.2%

12.5%

6.3%

9.1%

15.7%

12.1%

50.9%

56.4%

71.9%

64.6%

4.2%

59.4%

16.1%

16.3%

20.6%

20.1%

3.5%

18.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⽯川三四郎

木村九蔵

佐藤⻁次郎

庄田門弥

塙保己一

諸井恒平

良く知っている 知っている 名前は聞いたことがある 知らない 回答なし
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【問26】講座や展示があれば学んでみたい本庄市にゆかりのある著名人は次の内どなたですか。 

（複数選択可） 

「塙保己一」が22.3％で最も多く、次いで「石川三四郎」が12.3％となっている。それ以外は、

10％以下となっている。 

 

（N=1,824） 

 

【問27】著名人等にゆかりのある場所に行ったことがありますか。（行ったことがある場所を選択） 

「回答なし」を除くと「塙保己一記念館（児玉町八幡山）」が最も多く23.8％、次いで「塙保己一

生家（児玉町保木野）」が19.1％となっている。 

 

（N=1,969） 

  

22.3%

12.3%

9.9%

9.6%

9.4%

7.5%

8.3%

20.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

塙保己一

⽯川三四郎

諸井恒平

庄田門弥

木村九蔵

佐藤⻁次郎

その他

回答なし

23.8%

19.1%

12.9%

11.3%

5.7%

5.6%

21.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

塙保己一記念館（児玉町⼋幡⼭）

塙保己一生家（児玉町保木野）

競進社模範蚕室（児玉町児玉）

塙保己一墓所（児玉町保木野）

⽯川三四郎資料室（本庄市⽴図書館）

その他

回答なし
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【問28】本庄市の生涯学習推進に対する要望や改善点、その他ご意見などがあれば自由にお書きくだ

さい。（自由記述） 

 

総記入件数：275件（うち、「特になし」という趣旨の回答：25件） 

 

[主な意見・多かった意見の抜粋]  

・「生涯学習」についての意見 

言葉自体を知らなかった／一部の人のためのもののような印象がある／名称がややかたいイメージ

があり分かりづらいので変更した方が良い 等 

・学習の手段・場所・時間・学習機会の提供方法についての意見 

オンラインによる講座を充実させてほしい／テレビ局等のメディアとの連携／土日や夜間の時間帯

で開催してほしい／交通手段がないため出前講座をしてほしい 

・講座内容等に関する希望 

社会問題(高齢者、児童虐待等) ／健康づくり／歴史／郷土の歴史／自然／語学／趣味／産業／就

労・セカンドキャリアに向けての資格取得／災害時／礼儀作法／ゆかりのある著名人(塙保己一,木

村九蔵,庄田門弥等) ／史跡・文化財／知識や資格を有した著名人を講師とした講座／市内の豊かな

人材を講師とした講座／若い世代や子育て世代が興味を持つ講座 等 

・情報発信・提供についての意見 

発信力の弱さの指摘／パンフレット等をコンビニやスーパー等の身近な店舗に／街角へのポスター

の掲示 等 

・関心があっても学習できない理由 

決まった（まとまった）時間を確保できない／会場へ行けない／１人で参加しづらい（仕事・介

護・健康等の理由によって時間がない、金銭的な都合がつかない、仲間がいない等） 

・公民館について 

誰でも集まれるよう居心地の良い空間に整えて欲しい 等 

・アンケートについて 

アンケートに回答したことで生涯学習に興味を持つことが出来た／市の事業を周知する良い機会と

なる／インターネットを用いたアンケートを実施すべき 等 

・他の市町村・企業等との協力に関する要望 

・生涯学習に関心がない 
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資料２ 本庄市社会教育委員設置条例 

平成１８年１月１０日 

条例第８６号 

（設置） 

第１条 社会教育法（昭和２４年法律第２０７号）第１５条第１項の規定に基づき、本庄市社会教育

委員（以下「委員」という。）を置く。 

（委員の委嘱） 

第２条 委員は、次に掲げる者のうちから本庄市教育委員会（以下「教育委員会」という。）が委嘱

する。 

（１） 学校教育の関係者 

（２） 社会教育の関係者 

（３） 家庭教育の向上に資する活動を行う者 

（４） 識見を有する者 

（委員の定数） 

第３条 委員の定数は、２０人以内とする。 

（委員の任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。 

２ 教育委員会は、任期中において特別な事情があるときは、委員の委嘱を解くことができる。 

３ 委員に欠員が生じたときは、補欠委員を委嘱する。 

４ 補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員の職務） 

第５条 委員は、社会教育に関し教育長を経て教育委員会に助言するため、次の職務を行う。 

（１） 社会教育に関する諸計画を立案すること。 

（２） 定時又は臨時に会議を開き、教育委員会の諮問に応じこれに対して意見を述べること。 

（３） 前２号の職務を行うために必要な調査研究を行うこと。 

２ 委員は、教育委員会の会議に出席して社会教育に関して意見を述べることができる。 

３ 委員は、教育委員会から委嘱を受けた青少年教育に関する特定の事項について、社会教育関係団

体、社会教育指導者その他関係者に対し、助言と指導を与えることができる。 

（委任） 

第６条 この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会が別に定める。 

附 則 

この条例は、平成１８年１月１０日から施行する。 
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資料３ 社会教育委員名簿 

任期：令和４年８月１日～令和６年７月31日 

 職 名 氏 名 選 出 区 分 備 考 

1 委 員 長 井 上  健 治 社 会 教 育 の 関 係 者  

2 副 委 員 長 芦 澤  吉 一 家庭教育の向上に資する者  

3 委 員 
西 田  真 吾 

学 校 教 育 の 関 係 者 
任期：令和４年８月１日～ 

駒 木 野  昌 代 任期：令和５年７月１日～ 

4 委 員 櫻 井  克 彦 学 校 教 育 の 関 係 者  

5 委 員 
荻 野  修 一 

社 会 教 育 の 関 係 者 
任期：令和４年８月１日～ 

中 村  幸 司 任期：令和５年７月１日～ 

6 委 員 明 堂  純 子 社 会 教 育 の 関 係 者  

7 委 員 大 塚  進 社 会 教 育 の 関 係 者  

8 委 員 岩 崎  信 裕 社 会 教 育 の 関 係 者  

9 委 員 木 村  登 志 男 社 会 教 育 の 関 係 者  

10 委 員 都 丸  幸 子 家庭教育の向上に資する者  

11 委 員 田 邊  晶 子 家庭教育の向上に資する者  

12 委 員 内 田  英 亮 識 見 を 有 す る 者  

13 委 員 早 野  清 識 見 を 有 す る 者  

14 委 員 
深 澤  茂 実 

識 見 を 有 す る 者 
任期：令和４年８月１日～ 

小 暮  孝 志 任期：令和５年７月１日～ 

15 委 員 秋 山  み ち 子 識 見 を 有 す る 者  

16 委 員 田 村  英 司 識見を有する者（公募）  

17 委 員 笈 口  修 一 識見を有する者（公募）  

18 委 員 長 沼  勝 正 識見を有する者（公募）  
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資料４ 本庄市生涯学習推進会議要綱 

平成１８年１月１０日 

教育委員会告示第６号 

（設置） 

第１条 本庄市における生涯学習推進方策について、協議するため、本庄市生涯学習推進会議（以下

「会議」という）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 会議は、次に掲げる事務を所掌する。 

（１） 本庄市の実施する生涯学習関連施策の推進に関すること。 

（２） 本庄市の生涯学習推進に関する総合調整に関すること。 

（３） 本庄市の生涯学習推進の普及奨励に関すること。 

（４） その他生涯学習推進に関すること。 

（構成） 

第３条 会議は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱し、又は任命する。 

（１） 識見を有する者 

（２） 行政関係者 

（３） 教育関係者 

（４） 学習団体代表 

（５） 市民代表 

２ 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

３ 会議に議長及び副議長を置き、議長は市長をもって充てる。副議長は委員のうちから議長が指名

するものを充てる。 

（会議） 

第４条 議長は、会議を招集し、主宰する。 

２ 副議長は議長を補佐し、議長に事故があるときは、その職務を代理する。 

３ 会議は、委員の２分の１以上が出席しなければ開くことができない。 

（調整連絡会議） 

第５条 生涯学習事業について協議するため、会議に調整連絡会議（以下「連絡会議」という。）を

置く。 

２ 連絡会議委員は、市の職員のうちから市長が任命する。 

３ 連絡会議委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の連絡会議委員の任期は、前任者の残任期間

とする。 

４ 連絡会議は、次に掲げる事務を所掌する。 

（１） 庁内各課等における生涯学習関連事業の情報交換、総合連携及び調整に関すること。 

（２） 庁内各課等における生涯学習関連事業の調査に関すること。 
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（３） その他生涯学習の推進に関すること。 

５ 連絡会議は、副市長が招集し、主宰する。 

（庶務） 

第６条 会議及び連絡会議の庶務は、教育委員会生涯学習課において処理する。 

（雑則） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、議長が別に定める。 

附 則 

この要綱は、平成１８年１月１０日から施行する。 

附 則（平成１９年３月２８日教委告示第１０号） 

この要綱は、平成１９年４月１日から施行する。 
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資料５ 本庄市生涯学習推進会議委員名簿 

任期：令和４年10月１日～令和６年９月30日 

 氏 名 選 出 区 分 所 属 団 体 備 考 

1 吉 田  信 解 行 政 関 係 者 市 長  

2 雉 岡  恵 一 識見を有する者 本 庄 市 文 化 財 保 護 審 議 会  

3 芦 澤  吉 一 識見を有する者 本 庄 市 社 会 教 育 委 員  

4 櫻井 紀卋子 識見を有する者 本 庄 市 公 民 館 運 営 審 議 会  

5 下野戸 陽子 行 政 関 係 者 本 庄 市 教 育 委 員 会 教 育 長  

6 

諏 訪  愼 一 

教 育 関 係 者 本 庄 市 小 ・ 中 学 校 長 会 

任期：令和４年10月１日～ 

西 田  真 吾 任期：令和５年７月１日～ 

7 山 﨑  育 樹 教 育 関 係 者 本 庄 市 小 ・ 中 学 校 長 会  

8 松 本  英 和 教 育 関 係 者 高等学校長（本庄高等学校）  

9 門 倉  道 雄 学習団体代表 本 庄 市 ス ポ ー ツ 協 会  

10 堀 込  昭 夫 学習団体代表 本庄市レクリエーション協会  

11 立 花  勲 学習団体代表 本 庄 市 文 化 団 体 連 合 会  

12 坂 上  信 子 学習団体代表 サ ラ 本 庄  

13 須 藤  成 光 学習団体代表 本 庄 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会  

14 図 師  喜 恵 学習団体代表 本 庄 市 立 図 書 館 協 議 会  

15 
吉 田  稔 

市 民 代 表 本 庄 市 自 治 会 連 合 会 
任期：令和４年10月１日～ 

河 田  文 雄 任期：令和５年７月１日～ 

16 大山 美佐保 市 民 代 表 本庄市コミュニティ協議会  

17 我 妻  清 美 市 民 代 表 本庄市食生活改善推進員協議会  

18 石原 寿美恵 市 民 代 表 本庄市青少年育成市民会議  

19 笈 口  修 一 市 民 代 表 公 募  
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資料６ 策定経過 

令和４年10月７日 本庄市社会教育委員会議 

第２次本庄市生涯学習推進指針策定のためのアンケート（案）について 

 

令和４年10月19日 本庄市生涯学習推進会議 

第２次本庄市生涯学習推進指針策定のためのアンケート（案）について 

 

令和５年７月11日 本庄市社会教育委員会議 

第２次本庄市生涯学習推進指針策定のためのアンケート結果について 

第２次本庄市生涯学習推進指針の素案について 

 

令和５年７月26日 本庄市生涯学習推進会議 

第２次本庄市生涯学習推進指針策定のためのアンケート結果について 

第２次本庄市生涯学習推進指針の素案について 

 

令和５年９月26日 本庄市生涯学習推進会議 

第２次本庄市生涯学習推進指針（案）について 

 

令和５年10月４日 本庄市社会教育委員 

第２次本庄市生涯学習推進指針（案）について 
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